
県土・まちづくり

［施策体系表］

Ⅶ

中柱 小柱 主要施策

1 次の世代に引き継げる
持続可能な県土づくり

1
持続可能な都市づくりへの誘導と
都市計画制度の活用

701 適正で合理的な土地利用の推進
702 環境への負荷を軽減するまちづくり

2
効率的な都市基盤整備を
支える体制の充実 703 効率的な都市基盤整備を支える体制の充実

3 道路施設の適正な維持管理 704 道路施設の適正な維持管理

4 自然環境に配慮したまちづくり
705 ひとや自然にやさしい水辺づくり
706 みどりを保全・活用するまちづくり
707 都市公園などの整備

5
山・川・海の連続性をとらえた
なぎさづくり

708 砂浜の回復と保全
709 相模川・酒匂川の総合土砂管理

2
総合的な
交通ネットワーク形成の
推進

1
地域の活力を支える
総合的な交通ネットワークの形成

710 鉄道網の整備促進
711 公共交通の充実・確保

2
多様な交流を支える
道路網の整備と活用

712 自動車専用道路網の整備
713 インターチェンジ接続道路の整備
714 交流幹線道路網の整備
715 道路網の有効活用

3 美しく住みやすい
住まい・まちづくり

1 みどり豊かで美しいまちづくり
716 安全で快適なみち空間の形成
717 都市景観の保全と創造

2
快適な生活を支える
上・下水道の整備・充実

718 安全で良質な水の安定供給の推進
719 下水道整備の推進
720 下水道施設・資源の有効活用

3 地域の個性を生かした市街地の整備
721 計画的な宅地供給の促進
722 既成市街地の再整備による都市機能の更新
723 良質な都市型住宅の供給と住環境の整備

4 心豊かで安全・安心な住まいづくり

724 安全・安心に配慮した住まいづくり
725 的確な公的住宅の整備、管理
726 良質な住宅ストック形成と有効活用による住まいづくり
727 居住コミュニティの創出に向けた住まいづくり

4 地域の特性を生かした
地域づくり 1 特色ある地域づくりの総合的な推進

728 国際競争力の強化に向けた空港施策の充実
729 京浜臨海部における道路・鉄道の整備促進
730 相模連携軸整備の推進
731 酒匂連携軸整備の推進
732 富士箱根伊豆交流圏整備の推進
733 国際観光地箱根振興の推進
734 豊かな水を育む水源地域の活性化
735 海岸地域の活性化
736 みなとまちづくりの推進
737 地域資源を生かした地域の活性化
738 地域課題の解決と魅力ある地域づくりの推進
739 県西地域活性化プロジェクトの推進
740 地域の魅力を生かした移住の促進

取組みの方向 主な取組み

環境への負荷が少ない、
次の世代に引き継げる持続可能な県土づくり ⇒ 持続可能な都市づくりへの誘導や自然環境に

配慮したまちづくりなどの推進

道路や鉄道網、羽田空港の国際化など
総合的な交通ネットワークの形成 ⇒ 鉄道網や多様な交流を支える道路網などの

整備促進

美しく住みやすい住まい・まちづくり ⇒ みどり豊かで美しいまちづくりなどの推進

地域の特性を生かした地域づくり ⇒ 水の恵みを生かした豊かな地域づくりなど、
特色ある地域づくりの総合的な推進
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1  次の世代に引き継げる持続可能な県土づくり
1 持続可能な都市づくりへの誘導と都市計画制度の活用

701 適正で合理的な
土地利用の推進

◯ 本格的な人口減少社会の到来などを見据えた計画的な都市政策の推進を図るための
全県にわたる都市の実態把握　

◯ 線引き制度（区域区分）などを活用した合理的な土地利用を図ることによる適切な都市
計画の推進

◯ 「かながわ都市マスタープラン」の実現に向けた、都市機能の集約化や防災・減災を意識
した都市づくりの推進

◯ 地籍調査の促進を図るための市町村への支援

702 環境への負荷を軽減する
まちづくり

◯ 県央・湘南都市圏における環境と共生する都市づくりの推進　
◯ 建設リサイクルの推進　
◯ 都市公園への太陽光発電設備や蓄電池の導入
◯ 環境に配慮した工事への取組みによる環境への負荷軽減の推進

2 効率的な都市基盤整備を支える体制の充実

703 効率的な都市基盤整備を
支える体制の充実

◯ 県土整備総合情報システムの充実による業務の効率化　
◯ 公共工事の品質確保に向けた取組みの充実　
◯ 建設産業への指導・育成や都市基盤整備の県民への理解の推進

3 道路施設の適正な維持管理

704 道路施設の適正な維持管理

◯ 県管理道路における橋りょうの長寿命化対策、耐震補強や舗装、安全施設の計画的な
維持管理の推進　

◯ 緊急時の初動体制の充実・強化　
◯ きれいな道づくりのためのボランティア活動などの推進

4 自然環境に配慮したまちづくり

705 ひとや自然にやさしい
水辺づくり

◯ 河川や海岸における多様な生物の生育環境に配慮した、いこいと親しみのある親水空
間の創出などの人や自然にやさしい水辺づくりの推進

706 みどりを保全・活用する
まちづくり

◯ みどりのネットワーク拠点となる都市公園の整備と道路、河川、下水道との連携などの都
市緑化の推進　

◯ 相模湾の浜辺とみどりを保全するための湘南海岸砂防林の保護育成の推進

707 都市公園などの整備

◯ 都市公園施設のユニバーサルデザイン化、災害発生時の避難場所となる都市公園や防
災機能の強化などによる安全・快適で魅力ある都市公園などの整備

◯ 県立都市公園の計画的な維持管理
◯ 地域の活性化や県民の健康増進に資する都市公園の整備　
◯ 様々な手法を活用した都市公園面積の拡大　
◯ 市町村が行う都市公園の整備への支援や国営公園の誘致などによるみどりの保全・創出　
◯ 市町、県民、NPOや民間事業者などとの協働・連携による歴史的建造物と邸園を保全・
活用した地域づくりの推進　

◯ 相模川の堤防を利用したさがみグリーンラインの整備促進
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Ⅶ  県土・まちづくり

5  山・川・海の連続性をとらえたなぎさづくり
708 砂浜の回復と保全 ◯ 「相模湾沿岸海岸侵食対策計画」に基づく、養浜を主体とした砂浜の回復・保全の推進

709 相模川・酒匂川の
総合土砂管理

◯ 山・川・海の連続性をとらえた広域的な土砂の流れの調査・研究　
◯ 河川における置き砂や堆積土砂の移動などによる流域全体での適正な土砂管理の推進

1 地域の活力を支える総合的な交通ネットワークの形成

710 鉄道網の整備促進

◯ 神奈川東部方面線整備などの促進　
◯ リニア中央新幹線の建設促進と県内駅設置　
◯ 東海道新幹線新駅の設置　
◯ JR相模線複線化などの促進

711 公共交通の充実・確保
◯ 地域の生活に欠かすことのできない移動手段となる公共交通の確保　
◯ 都市交通に係る環境負荷の低減をめざして、交通需要マネジメントなどを推進
◯ 鉄道・バスのシームレス化などによる公共交通の連続性・利便性の向上

2   総合的な交通ネットワーク形成の推進

2 多様な交流を支える道路網の整備と活用

712 自動車専用道路網の整備 ◯ 県土構造の骨格として重要な自動車専用道路網の整備を促進　
◯ 新東名高速道路のさがみ縦貫道路以東の区間などの計画の促進

713 インターチェンジ接続道路の
整備

◯ 新たに整備される自動車専用道路への円滑なアクセスを確保するため、インターチェン
ジ接続道路の整備を推進

714 交流幹線道路網の整備 ◯ 自動車専用道路網を補完して、地域の交流・連携を支える幹線道路網の整備を推進

715 道路網の有効活用
◯ 主要渋滞箇所など交通のボトルネックの解消
◯ （仮称）綾瀬スマートインターチェンジなどのスマートインターチェンジの整備を促進
◯ 市町村が取り組む「道の駅」の整備を促進
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3  美しく住みやすい住まい・まちづくり
1 みどり豊かで美しいまちづくり

716 安全で快適なみち
空間の形成

◯ 幅が広く段差のない、誰もが歩きやすい歩道の整備　
◯ 街路樹・植栽帯の整備などの道路緑化の推進による、環境に配慮した快適なみち空間
の形成

717 都市景観の保全と創造
◯ 住民、団体などの様 な々主体との連携・協働による良好な景観づくりの推進　
◯ 市町村が取り組む景観施策に対する支援　
◯ 屋外広告物条例の普及啓発及び住民参加による違反屋外広告物の除却などの推進

2 快適な生活を支える上・下水道の整備・充実

718 安全で良質な水の
安定供給の推進

◯ 安全・安心なライフラインづくりに向けた、より安全で良質な水づくりや災害や事故に備え
た強靭な水づくりへの取組み及びお客様から信頼される事業運営

◯ 効率的かつ計画的な施設の整備と更新を推進することによる、安定した水の供給体制
の確保及び健全経営の堅持と経営基盤の強化

◯ 県営水道が長年培ってきた技術やノウハウを生かした、地域社会や国際社会への貢献
に資する事業展開

719 下水道整備の推進

◯ 生活環境の改善、河川や海域などの水質保全、雨水による浸水防除のための県と市町
村が一体となった下水道整備の推進　

◯ 流域下水道における施設の整備、老朽化した施設の改築・更新、耐震化や処理場間の
ネットワーク化の推進

720 下水道施設・資源の
有効活用

◯ 流域下水道処理場施設の上部を利用した緑地整備などによる施設の多目的利用の推進
◯ 省資源・循環型社会をめざした下水処理水、下水汚泥、下水熱などの下水道資源の有
効活用の推進

3  地域の個性を生かした市街地の整備

721 計画的な宅地供給の促進 ◯ 地域の特性に応じた良好な市街地整備に向けた、新たに市街化する地域への計画的な
住宅地・産業用地などの供給や公共施設整備の促進

722 既成市街地の再整備による
都市機能の更新

◯ 快適な居住環境やにぎわいのある中心市街地の創造、土地の健全な高度利用と都市機
能の更新を図るための市街地再開発事業や優良建築物等整備事業の促進

723 良質な都市型住宅の供給と
住環境の整備

◯ 密集市街地などの防災性の向上を図り、快適な居住環境の創造、多様で良質な都市型
住宅を供給するための市街地再開発事業、優良建築物等整備事業の促進　

◯ 道路や公園などの公共空間の確保による落ち着いた雰囲気の清潔な住環境整備の促進
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4 心豊かで安全・安心な住まいづくり

724 安全・安心に配慮した
住まいづくり

◯ 住宅の耐震対策、防犯対策の推進　
◯ サービス付き高齢者向け住宅の供給促進　
◯ 高齢者、子育て世帯、外国人など多様な住宅確保要配慮者への居住支援

725 的確な公的住宅の整備、管理 ◯ 築30年以上の県営住宅が過半数を占める現状などを踏まえ、既存ストックの長期的な
維持管理の視点による建替え、個別改修の実施

726 良質な住宅ストック形成と
有効活用による住まいづくり

◯ 長期優良住宅の普及の促進　
◯ マンションの適切な維持管理や再生の促進　
◯ 住宅リフォームの促進、住情報提供の充実強化
◯ 空き家対策の推進

727 居住コミュニティの
創出に向けた住まいづくり

◯ 多世代居住のまちづくりなどの推進　
◯ 県営団地活性化の推進

Ⅶ  県土・まちづくり

1 特色ある地域づくりの総合的な推進

728 国際競争力の強化に向けた
空港施策の充実

◯ 羽田空港の機能強化の促進
◯ 羽田空港の国際化を生かしたまちづくりの推進　
◯ 羽田空港周辺のアクセスの整備促進

729 京浜臨海部における
道路・鉄道の整備促進

◯ 羽田空港の再拡張・国際化の効果などを京浜臨海部の活性化に結びつけるための道
路や鉄道の整備促進

730 相模連携軸整備の推進

◯ 県央・湘南都市圏の骨格となる相模連携軸の形成に資するとともに、全国や首都圏との
交流連携の窓口となる東海道新幹線新駅やリニア中央新幹線県内駅の設置　

◯ 南北方向の交通軸の整備強化を図るためのJR相模線複線化などの整備の促進　
◯ 環境共生モデル都市ツインシティの整備の推進

731 酒匂連携軸整備の推進 ◯ 流域都市圏の活性化に向けた総合交通ネットワークの形成などへの支援

732 富士箱根伊豆交流圏整備の
推進 ◯ 山梨・静岡・神奈川三県サミットの開催などによる富士箱根伊豆交流圏整備の推進

733 国際観光地箱根振興の推進 ◯ 渋滞対策や回遊性の向上　
◯ 国内外からの観光客誘致などの取組み

734 豊かな水を育む
水源地域の活性化 ◯ ダム湖と周囲の自然環境を生かした活性化事業の推進

735 海岸地域の活性化

◯ 神奈川の海の魅力を磨き上げ、マリンスポーツを楽しめる環境を整備するとともに、その
魅力や海の楽しみ方をパッケージにして発信

◯ NPOなど市民団体と協働・連携した「海辺の環境学習」イベントの開催などによる地域資
源を生かした魅力ある地域づくりの推進

736 みなとまちづくりの推進 ◯ 真鶴、大磯、湘南、葉山港の４港を拠点とした地域の個性ある発展を図るため、みなとの
資源を生かし、地域を活性化するみなとまちづくりの推進

4   地域の特性を生かした地域づくり

政
策
分
野
別
の
体
系

|    

Ⅶ
　
県
土
・
ま
ち
づ
く
り

 か
な
が
わ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
    

|    

実
施
計
画
主
要
施
策
・
計
画
推
進
編
 

43



Ⅶ  県土・まちづくり

737 地域資源を生かした
地域の活性化

◯ 横浜・鎌倉・箱根に次いで、海外にも強力に発信できる魅力的で新たな観光の核づくり
をめざした取組み

◯ 貴重な自然や歴史的文化遺産、美しい景観などの地域資源を磨き上げ、知名度と集客
力を高めるためのにぎわいづくりの推進

◯ 神奈川の豊かな水の魅力の発信
◯ 三浦半島地域の潜在的な資源の魅力を磨き上げ、三浦半島全体の新たな活力の形成

738 地域課題の解決と
魅力ある地域づくりの推進

◯ 県民、市町村、県などの協働・連携により、各地域県政総合センターを中心とした地域の
課題解決や魅力ある地域づくりを推進　

◯ 地域振興として期待されるIR（統合型リゾート）実現に向けた取組み

739 県西地域活性化プロジェクト
の推進

◯ 県西地域の食や自然、温泉などの多彩な地域資源を生かし、「未病を治す」をキーワード
に、住む人や訪れる人の健康長寿をめざすとともに、地域の魅力を高めて新たな活力を
生み出す「県西地域活性化プロジェクト」の推進

740 地域の魅力を生かした
移住の促進 ◯ 県内各地域の魅力を生かした個性的なライフスタイルを発信し、県内への移住を促進
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